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日本大学生訪韓団（韓国外交部招聘）（派遣プログラム）の記録  

（対象国：韓国，テーマ：オリンピック・パラリンピック） 

 

１．プログラム概要 

 日本全国から集まった大学生 28名が，9月 20日から 29日までの 9泊 10日の日程で

韓国を訪問し,オリンピック・パラリンピックをテーマとしたプログラムに参加しまし

た。一行は，平昌冬季オリンピックに関する講義を聴講し，各競技会場やさまざまなオ

リンピック施設を視察する事で，オリンピック・パラリンピックに関する理解を深めま

した。 

また，同期間中には「日韓交流おまつり 2017 in Seoul」への参加や大学訪問時の交

流などを通じて日本文化をはじめとする日本の魅力を発信し，日韓の相互理解と信頼関

係の増進に寄与することを目的として活動しました。帰国前の評価会では，この度の訪

韓経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表しました。  

 

【訪問地】 

ソウル特別市，江原道江陵市，江原道平昌郡，京畿道坡州市 

 

２．日程    

9月 20日（水）金浦国際空港から入国 

【表敬訪問】韓国国際交流財団・オリエンテーション 

 

9月 21日（木） 

【表敬訪問】韓国外交部・ブリーフィング 

【視察】ソウルオリンピック記念館，ロッテワールドタワーSeoul Sky 展望台 

 

9月 22日（金） 

【表敬訪問】在大韓民国日本国大使館公報文化院訪問・ブリーフィング，ホームステイ 

 

9月 23日（土） 

【交流・日本文化発信】「日韓交流おまつり 2017 in Seoul」準備 

 

9月 24日（日） 

【交流・日本文化発信】「日韓交流おまつり 2017 in Seoul」参加 

 

9月 25日（月） 

【学校訪問・交流】韓国外国語大学校 

【視察】MBC ワールドテーマパーク 
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9月 26日（火） 

【表敬訪問】平昌冬季オリンピック広報体験館・ブリーフィング 

【視察】江陵コスタルクラスター，船橋荘 

 

9月 27日（水） 

【視察】平昌マウンテンクラスター 

【文化体験】ビビンバ作り 

 

9月 28（木） 

【視察】ＪＳＡ（共同警備区域），評価会 

 

9月 29日（金） 

【視察】昌徳宮，金浦国際空港から出国             

 

３．プログラム記録写真  

  

9月 21日【表敬訪問】韓国外交部・ブリー

フィング（ソウル特別市） 

9月 21日【視察】ソウルオリンピック記念

館（ソウル特別市） 

  

9月 22日【表敬訪問】在大韓民国日本国大

使館公報文化院（ソウル特別市） 

9月 24日【交流・日本文化発信】日韓交流

おまつり 2017 in Seoul（ソウル特別市） 
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9月 25日【学校訪問・交流】韓国外国語大

学校（ソウル特別市） 

9月 26日【視察】江陵コスタルクラスター

（江原道江陵市） 

  

9月 26日【視察】船橋荘（江原道江陵市） 

 

9月 27日【視察】平昌マウンテンクラスタ

ー（江原道平昌郡） 

  

9月 27日【文化体験】 ビビンバ作り 

（江原道平昌郡） 

9月 28日【視察】JSA（共同警備区域） 

（京畿道坡州市） 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 日本 大学生 

・外交部でのお話で，日本と韓国との考え方の根本的な違いを知った。また自身が日本

人である事から，日本の視点からしか日韓関係を考えていなかった事を強く感じた。こ

の訪韓団に参加できなかった事を想像するのが恐ろしいくらい，参加できてよかったと

思っているし，視野を広げられる良いプログラムだった。 

 

・日韓関係の中でやはり目立つのは，歴史的問題や領土問題などによる“反日・嫌韓”

思想なので，韓国の上の世代もそのような考えだと思っていた。しかし，どのプログラ

ムの説明でも「日韓は協力し合うべきで，ライバルではない」という話がなされ，私に

はそれが意外だったのと同時に，それが全く現実に進んでいない事実に驚いた。このこ

とは，自分がこの現状を変えていきたいと考えるきっかけになった。 

 

・訪韓前は韓国が好きで，人と人との関係を良くしたいという思いを持っていたが，訪

韓後には，国と国との関係をより良くしていきたいと思うようになった。そのために，

今の自分には知識が不足している過去の歴史について，深く勉強していきたいと思った。

そして，若者の力でより良い関係にしていきたい。 

 

５．受入れ側の感想 

◆ 平昌オリンピック関係者 

このように日本の若者が直接会場を訪れてくれて非常に嬉しい。オリンピックという

ものは世界平和の融合だと思っている。来年 2018年には平昌，2020年には東京，2022

年には北京と，東アジアが一丸となり，盛り上げていけたらと思う。 

 

 訪問校関係者 

普段から日本人よりも美しい日本語を話すようにと学生に指導しているので，このよ

うに日本の方々と直接話せる機会ができて嬉しい。若い世代の交流は非常に大切だと考

えており，互いに理解する事の意味を考え，行動に移してほしい。 

 

◆ 交流した韓国外国語大学校の学生 

日本と韓国の就職状況が大きく異なっている事にたいへん驚いた。日本での就職につ

いても真剣に考えてみたくなった，討論の主題だけでなく，他愛のない日本の話や韓国

の話をお互いにする事で，不思議に思っていた点も解消され，とても良い経験ができて

よかった。 
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６．参加者の対外発信 

  

平昌オリンピックについての発信 

 

今日は，2018平昌冬季オリンピック及び 

冬季パラリンピック大会会場に行き，氷上

競技の会場を見学しました。会場がコンパ

クトにまとまっていたので，移動で疲れる

ことはなさそうです。平昌オリンピックは

2018年 2月 9日 20時 18分開始予定です。 

「2018年 2月，その時あなたは誰とどこに

いますか。」 

「日韓交流おまつり 2017 in Seoul」につ

いての発信 

 

勉強不足でハングル文字が読めないのが本

当に悔しい。日本に興味を持ってくれて，

知ろうとしてくれることを実感しました。 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

10 日間の日程を振り返ると共に，平昌オリンピック・パラリンピックに関する視察の

感想や，帰国後のアクション・プランについて発表した。代表的なアクション・プラ

ン内容としては，「今回の訪韓での経験を報告書にまとめ，ゼミの時間に発表する」「大

学新聞や学校のパンフレットに訪韓についての記事を掲載する」「新聞に寄稿する」「美

術展で訪韓に関する作品を出展する」「所属する学生団体で，訪韓団についての記事を

書き，中高生に発信する」「大学のプログラムで海外の大学での日本語教育実習がある

ので，韓国の大学で日本の文化を発信する」など，今後の活動に期待が持てるような

発表が多かった。 

 


